
社会地域の状況 本学の状況

0

政府・自治体等による感染拡大防

止のための要請が発出されていな

い状況

感染を予防でき、拡大の懸念がな

い状況
通常 通常 通常 通常 通常 通常

1
政府・自治体等から感染拡大に留

意した行動が求められている状況

次のいずれかの状況にある場合

・学生や教職員が感染したもの

の、学内での感染者集団の形成に

は至らず、本学の活動に影響がな

い状況

・学内で感染者集団が発生し、施

設の一時閉鎖で収まり、本学の活

動に大きな影響がないと判断でき

る状況

感染防止対策を講じた

うえで、可。学生・教

職員以外、不要不急の

来学自粛。(来学時には

受付が必要）

感染防止対策を講じた

うえで、対面授業を実

施（一部オンライン併

用)

原則自粛。ただし、感

染症対策を講じた活動

計画書を提出し、許可

された場合は活動可

能。

感染症対策を講じたう

えで、対策本部にて認

められた場合のみ可。

感染防止対策を講じた

うえで、出校可能。感

染拡大地域への出張は

自粛。

感染防止対策を講じた

うえで、出校可能。

窓口通常取扱時間。

2

政府・自治体等から不要不急の外

出や大規模なイベントの開催自粛

等が要請されている状況

次のいずれかの状況にある場合

・学内で感染者集団が発生し、施

設の一時閉鎖が同一の週に複数発

生した状況

・学内で感染者集団が発生し、相

当数の学生や教職員が利用する施

設が一時閉鎖となり、本学の活動

を継続するうえで支障があると判

断できる状況

不要不急の入構自粛。

緊急事態宣言区域・外

出・移動制限地域から

の来学の禁止。

実習、演習などを中心

に対面授業を限定して

実施。その他、オンラ

イン授業を実施

原則自粛。感染症対策

を講じた活動計画書を

提出し、許可された場

合は活動可能。ただ

し、試合、合宿等は禁

止

原則不可。やむを得な

い事情により、対策本

部にて認められた場合

のみ可。

業務上、必要な場合に

限り、感染防止対策を

講じたうえで、出校可

能。感染拡大地域への

出張は自粛。

事務は、別室勤務推

奨。窓口時間を短縮し

て、業務を遂行

3

緊急事態宣言発令や政府・自治体

からの施設使用制限要請が発出さ

れた場合

学内で感染者集団が発生し、キャ

ンパスの一時閉鎖が必要な状況

原則入構禁止。事由に

より事前予約、許可制
オンライン授業 活動禁止 不可

大学機能維持のため最

小限のみ出校可

大学機能維持業務に必

要な職員のみ出勤。在

宅勤務。窓口はメール

または電話にて対応。

4

学内で集団感染発生するなど、政

府・自治体から、大学が閉鎖、外

出制限などが必要な場合

次のいずれかの状況にある場合

・学内で感染者集団が発生し、一

時閉鎖が必要な状況

・自治体からの要請により、大学

を閉鎖すべき状況

・自治体からの要請により、通学

や通勤が困難な状況

入構禁止 オンライン授業 活動禁止 不可
大学機能維持のため最

小限のみ出校可

大学機能維持業務に必

要な職員のみ出勤。在

宅勤務。窓口はメール

にて対応。

※イベントの開催、会議、出張、勤務等は、政府や自治体等の判断に準じて決定する。
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